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美濃帯南西部からの三畳紀及びジュラ紀放散虫化石

栗本史雄＊

KuRIMoTo，C．（1987）　　Triassic　and　Jurassic　radiolarians　from　the　southwestern　part　of　the

　　Mino　Terrane，central　Japan．B％〃．Goo’．S％卿．1αρα鉱vo1．38（2），p．69－80．

Abs漉et：Paleozoic　to　Mesozoic　rocks　in　the　Mino　Terrane　consist　mainly　of　sandstone，mud－

stone，siliceous　mudstone，chert，greenstones　and　limestone．Most　of　these　rocks　were　long　be－

lieved　to　be　the　paleozoic　on　the　basis　of　fusulinids．However，cono（lont，radiolarian，ammonoid

and　wood　fossils　obtained　from　many　points　in（licate　that　the　Mesozoic　rocks　are　widely（iistri．

buted　in　the　Mino　Terrane．

　　About300samples　of　mudstone，siliceous　mudstone　and　chert　were　co11ecte（l　to　extract

radiolarians　from　the　Ibuki，Yoro　and　Suzuka　areas　in　the　southwestem　part　of　the　Mino　Ter－

rane．As　a　result，radiolarians　available　for　an　age－determination　were　obtained　from14sam－

ples．Ra〔liolarian　assemblages　from　mudstone　and　siliceous　mudstone　are　correlated　with　those

of　Iate　Middle　to　early　Late　Jurassic，early　Mid（lle　Jurassic，Middle　Jurassic　an（l　Jurassic　ages．

On　the　other　hand，radiolarian　assemblage　from　chert　is　of　Middle　or　Late　Triassic　age．

且．はじめに

　美濃帯の中・古生界は主として砂岩，泥岩，チャート，

緑色岩類及び石灰岩からなり，ADACHI（1976）によると，

岩相の組み合わせにより砂岩一チャート相と緑色岩一石灰

岩相に大別される．これらの大部分は，右灰岩に含まれ

る紡錘虫化石に基づき，長い間古生界であると考えられ

ていた．しかし，1970年以降，コノドント・放散虫・ア

ンモナイト・材化石の産出が相次いで報告され，美濃帯

には古生界よりも中生界の方が広く分布することが明ら

かになった．脇田（1985）は以上の経過と個々の化石の

産出地点をまとめ，美濃帯における最近の中・古生界の

研究動向と今後の問題点を整理した．

　本論文では美濃帯南西部のチャート，泥岩及び硅質泥

岩から見いだされた放散虫化石について報告し，それに

関連して若干の考察を行う．なお，本論文の概要はすで

に報告した（栗本，1985）．・

　本研究を行うにあたり，近畿大学宮村　学教授には

調査地域の地質について御教示を賜り，5万分の1地質

図幅「御在所山」に関する未公表資料を提供していただ

いた．大阪市立大学八尾’昭講師，地質部脇田浩二技

官には原稿を読んでいただき，有益な御助言や御教示を

いただいた．東京大学松岡　篤博士には放散虫化石に

ついて，また大阪市立大学大塚　勉氏には日頃から有

意義な御討論や御意見をいただいた．元北海道支所谷

　＊　大阪出張所

津良太郎技官には岩石薄片を作成していただいた．以上

の方々に心より御礼申し上げる．

2．地質概説

　調査地域は伊吹山地，養老山地及び鈴鹿山脈を含み，

そこには砂岩一チャート相が広く分布し，緑色岩一石灰岩

相の地層も発達する（第1図）．砂岩一チャート相は砂岩，

泥岩及びチャートを主体とし，オリストストロームを含

む．一方，緑色岩一石灰岩相は緑色岩類，石灰岩及びチャ

ートを主体とする．宮村ほか（1976，1981）や山本（1985）

によれば，砂岩一チャート相の地層と緑色岩一石灰岩相の

地層は断層関係にあり，後者が前者の上に衝上している．

　本地域には緑色岩類に伴って石灰岩が分布し，赤坂，

伊吹山，霊仙山などでは大規模なものが見られる．石灰

岩中の紡錘虫化石は古くから研究され，それについては

脇田（1985）の第2図にまとめられている．紡錘虫化石

による石灰岩の地質年代は石炭紀後半から二畳紀と三畳

紀にわたる．

　コノドント化石についてみると，二畳紀のものは赤坂，

伊吹山，養老山地などの石灰岩あるいはチャート（猪郷，

1979）から，三畳紀のコノドント化石は養老山地の珪質

泥岩とチャート（小池，1979）から報告された．また，

二畳紀と三畳紀のコノドント化石混在群集が赤坂石灰岩

より報告された（松田，1980）．

　放散虫化石については，二畳紀及び五畳紀のものが伊

吹山地のチャート（山本，1985）から，二畳紀のものが
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第1図　美濃帯南西部の中・古生界分布と放散虫化石産地　放散虫化石の詳しい産地は第2図参照

Fig．1　Map　showing　the　distribution　of　the　Paleozoic　and　Mesozoic　in　the

　　　southwestem　part　of　the　Mino　Terrane，with　radiolarian　fossil　locali－

　　　ties．Fossil　localities　are　shown　in　detail　in　Fig2．

鈴鹿山脈のチャート（沖村ほか，1986）から報告された．

ジュラ紀の放散虫化石は伊吹山東方（MIZUTANIαα‘．，

1981），伊吹山地（山本，1985），養老山地（木戸ほか，

1982）及び鈴鹿山脈（沖村ほか，1986）から報告され，

いずれも泥岩，珪質泥岩あるいは凝灰質泥岩から得られ

た．

　上記以外に，岐阜県揖斐郡妙ヶ谷から三畳紀新世のモ

ノチス（脇水，1920；関，1951；市川ほか，1961）や岐

阜県不破郡関ヶ原町から中生代の材化石（西田ほか，

1977）の産出報告がある．

　以上のように美濃帯南西部からは種々の化石の産出が

報告されているが，放散虫化石による地層の年代の検討

は十分なされているとはいえない．

3．放散虫化石
　調査地域から採取した約300の泥岩，珪質泥岩及び

チャート試料をフッ酸処理し，14試料から年代決定に

有効な放散虫化石を得た．これら14試料の採取地点を

第1，2図に示す．また，放散虫化石の産地，試料の岩

質，産出層，化石帯及び地質年代を第1表に，放散虫化
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　　　　　　　　　　　　2．養老山地中部，上石津町，　　　1．養老山地南部，南濃町．

　　　3．養老山地北部，上石津町．　　　　　　　　　4．伊吹山地中部，春日村．

　　　5．伊吹山地東部，大垣市．　　　　　　　　　　　　6．鈴鹿山脈北部，藤原町．

　　　　　　　　　　　　8．鈴鹿山脈南部，土山町．
　　　　　　第2図　美濃帯南西部における放散虫化石産地
基図として，国土地理院発行の5万分の1地形図「長浜」，「大垣」，「彦根東部」，「津島」，「御在所山」及び「亀山」のそれぞれ一部を使用．

Fig．2　Map　showing　the　locahties　of　radiolarian　fossils　in　the　southwestem　part　of　the　Mino　Terrane．

　　　　　　　　　一71一
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石のリストを第2表に示す．

　Loc．11の試料は丁吻o‘06砂3α6伽6mなどを含む．T．

6伽ε胤はMATsuoKA（1983）のT．6伽θ∬α帯（八尾ほか，

1982；八尾，1986のG％耀’α捌4α‘α群集帯に相当）の

代表種であり，S妙’06αρsα（？）s飾観s帯（MATsuoKA，1983）

からも産出する．このことからLoc．11の放散虫化石は

ジュラ紀中世後期一新世前期のものと考えられる．

　Loc．6の試料からはT7づ60Zooαρsα餌oα伽吻，U綴％αcf．

棚嘱E3％瀦cf。δ酒・磁嫌，D助倣伽磁（？）cf．

加粥oθ％sおなどが産出する．これらはMATsuoKA（1983）

のTρ」伽γ％％帯（八尾ほか，1982；八尾，1986のU％一

％解α励伽伽s群集帯に相当）構成種の一部，ないし

MlzuTANI6‘ω．（1981）及び木戸ほか（1982）の1）．（？）

肱獅oε臨s－Pα飢伽副づ伽初傭㈱群集帯（T．o伽8澱帯の

下半部またはG麗x6肱胤4伽群集帯の下半部に相当）

構成種の一部に相当する．このことから，現段階では

Loc．6の放散虫化石はジュラ紀中世のものと考えられ
る．

　Locs．2，3，4，5，9，10の試料から産出した放散虫

化石にはT。μ惚7隙帯の構成種が含まれる．このこと

から乱、ocs．2，3，4，5，9，10の放散虫化石はジュラ紀

中世前期のものと考えられる．

　Locs．1，12の試料からはTγf60‘06砂sα属が，Locs．7，

8，13の試料からは孟舶α6顔吻7㎜伽α属の放散虫化石

第1表　放散虫化石の産地，試料の塔質，産出層，化石帯及び地質年代

Table　l　Occurrence　of　radiolarians　and　radiolarian　fossil　zones

化　石　産　地 試料の岩質
（随伴する岩相）

産　　出　　層 放散虫化石帯 地質年代　’

Loc．1 岐阜県海津郡
南濃町徳田谷

緑　色　泥　岩
（黒色シルト質泥岩）

養老層群北勢南濃層
　　　（高田ほか，1979）

ジュ　ラ紀

Loc．2 岐阜県養老郡
上石津町前ヶ瀬

黒色シルト質泥岩

（砂岩泥岩互層）
牧田川層群前ヶ瀬層
　　　（宮村ほか，1976）

丁伽伽αP3αpZ‘cα働飢帯 ジュラ紀中世前期

L6c．3 岐阜県養老郡
上石津町牧田東方

緑色～淡緑色

　　珪質泥岩
南宮山塊の古生層
　　　（高田ほか，1979）

同　　上 同　　上

Loc．4 同　　上 同　　上 同　　上 同　　上 同　　上

Loc．5 同　　上 同　　上 同　　上 同　　上 同　　上

Loc．6
岐阜県揖斐郡
春日村古屋南方

灰臼色珪質泥岩 春　日　層群春　日　層
　　　（礒　見，1956）

T7ごc。Z。cαP5αpJ’cα7徽帯

またはP－P群集帯＊
ジュラ紀中世

Loc．7
岐阜県大垣市
金生山西方

黒　色　泥　岩
梅　　谷　　層

　（礒　見，1955）
ジュラ紀

Loc．8 同　　上 黒灰色珪質泥岩 同　　上 同　　上

Loc．9
三重県員弁郡
藤原町鞍掛峠束方

黒　色　泥　岩 北鈴鹿層群霊仙山石灰岩層
　　　（宮村ほか，1976）

T7‘coJocαP5αpJ’cα剛躍帯 ジュラ紀中世前期

Loc．10 滋賀県神崎郡
永源寺町愛知川沿い

黒　色　泥　岩

（砂岩泥岩互層）

非石灰岩相の砂岩層（粘板岩を伴う）

　　　（山田ほか，1981）
同　　上 同　　上

Loc．11 同　　上 黒灰色泥岩
（砂　　　岩）

非石灰岩相の粘板岩層（砂岩を伴う）

　　　（山田ほか，1981）

T7εc・」・cαpsαc・鰍α帯～

S観ocα脚（？）spオ7α傭帯

ジュラ紀中世後期

　～新世前期

Loc．12 同　　上 同　　上 同　　上 ジュラ紀

Loc．13 滋賀県甲賀郡
土山町野洲川沿い 黒灰色泥岩 野洲川層群青土層

　　　（宮村ほか，1981）
同　　上

Loc．14 滋賀県甲賀郡
土山町猪足谷沿い

赤色チャート
（赤色泥岩）

同　　上

T7’αssocα即θ

　　磁ωe”碗群集帯
また脆αsε・σ瀦群集帯

三畳紀中世
または新世

＊P－P群集帯：1）厩yo㎜漉ε伽（？）ゐα肌。eηsお一

　　　　　，Pαπ言㎝eJ伽拠伽εα施皿群集帯

華
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謹

嚢

Table2
　　　　第2表　放散虫化石リスト　産地番号は第1，2図のL・c．番号に対応
List　of　Mesozoic　radiolarians　from　the　southwestem　p琴rt　of　the　Mino　Terrane・Locality　num－

bers　correspond　to　those　in　Figs．1and2．

　　　　試料番号・岩質

　　　　　産地（Loc．）化　石　名
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

A7chαe・d∫c砂・瞬7αsp・ O ○ ○ ○ ○ O O ○

Dεc砂o傭7θJJα（？）sp．cL1）．ゐα躍・eηs∫ε ○

E％c弼観ε伽窩sp． ○ 0 O
跳襯窺sp．cf．E67ω∫cos彦伽躍 O
Es側窺sp。 ○ ○ 0 ○

P70舌観㍑魁αsp．cf．．P九sび07酪 ○

P70伽％mαsp． ○

S孟εchocαρsαsp．cf．S、ωη獄α ○ ○

S翻cんocαρsα　sp。　cf。　S。　ノαpoπεcα ○

S疹∫σh・cα蜘sp． ○ ○

T7∫coZocαpsαcoηeκα 0
T7’c・Z・cαP3α（？）加加禰s ○ ○ ○

T7εcoJocαpsαpZεcα7％糀 ○ ○ O O
T7εcoZocαpsαsp．cf．　T　7伽泥 ○

T7∫coJocαpsαsp． O ○ O O
丁吻JocαP5α（？）sp． ○ ○

U郷飢α　sp．cf．　Ul砂p‘c％s ○

Uη％mαsp． ○ O
Tγεαs80cα卯εsp． O
Nassel監aria　gen．and　sp．indet． ○

ルcゐαeospoπ80ρ脚％η（？）sp． ○

compoundtypeconodont ○

ms：泥岩mudstone，sili　ms；珪質泥岩siliceous　mudstone，red　ch：赤色チャートred　chert．

嚢

萎

諜

が産出し，ジュラ紀のものである可能性が強いが，年代

を細かく限定することはできない．

　Loc．14の試料からは丁吻sso6α卯召sp．，A猶6加召03伽．

80伽％獅（？）sp．とともに，　コノドント化石が産出す

る．丁吻s30偲卿6属を含む放散虫化石群集は中・上部三

畳系から報告されている（YAo，1982）．Loc．14の

丁吻sso6佛加sp．は種の同定まで至っていないが，

T7fαsso6伽加4召麗”顔群集帯ないしTγfα3300佛拷π㎝α群

集帯（YAo，1982；八尾，1986）のいずれかの構成種に

相当し，三畳紀中世ないし新世のものと考えられる．

　上述のように，今回新たに美濃帯南西部の中・古生界

から中生代放散虫化石が得られ，美濃帯の他地域と同様，

本地域においても中生界が広く分布することが確認され

た．以下ではこれに関連した若干の問題に言及する．

　美濃帯の緑色岩一石灰岩相からのジュラ紀放散虫化石

の産出報告は少なく，ADAcHI　and　Ko」IMA（1983），小嶋

（1984），佐野（1985），山本（1985）などによってなさ

れているにすぎない．今回，新たに緑色岩一石灰岩相の

霊仙山石灰岩層（宮村ほか，1976）に含まれる泥岩（Loc．

9）からジュラ紀中世前期を示す可能性のある放散虫化

石が見いだされた．この泥岩はみかけ10数mの厚さを

有し，緑色岩類や二畳紀の石灰岩に近接して分布するが，

それらとの接触関係は観察されなかった．霊仙山石灰岩

層は主として緑色岩類と石灰岩からなり，Loc．9のよう
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なジュラ紀中世の泥岩を基質とするオリストストローム

である可能性がある・この場合，基質の非常に少ないオ

リストストロームということになる．同様のことは根尾

及び伊吹山地域の緑色岩一石灰岩相についても指摘され

ている（山本，1985）．なお，沖村ほか（1986）はLoc．

9付近（沖村ほか，1986のFk21地点）の泥岩からジュ

ラ紀中世前期と考えられる放散虫化石を報告し，この泥

岩は砂岩一チャート相の幾里谷層群に属するとした．宮

村　学（私信）もこれと同様の見解をもっている．1）今

後，地層区分及び化石産出層の産状等の検討が必要であ

る．

おおづち

青土層の分布域に位置する．青土層はチャートと粘板岩

からなり，両者が交互に出現するとされている．宮村ほ

か（1981）の地質図及び柱状図によれば，ジュラ紀放散

虫化石を産出したLoc．13の泥岩は，三畳紀のものを産

出したLoc．14のチャートよりも層序的には下位にあ

る．青土層において，三畳紀のチャートからジュラ紀の

砕屑岩類に至る一連整合の地層が存在し，それが断層に

より繰り返しているのか，それともチャートがより若い

年代の砕屑岩類中にオリストリネとしてとりこまれてい

るのか，問題である．そのために，今後より多くの地点

での年代決定とチャートの産状の検討が必要である．さ

らに，青土層の層序的に上位にあるとされる田村川層

（泥岩を主体とする）や下位にあるとされる土山層（泥

岩・砂岩を主体とする）の検討も必要である．

4．　ま　と　め

　本論文では，美濃帯南西部からの三畳紀及びジュラ紀

放散虫化石について報告した．要約すると次のようであ

る．

　1．約300の試料を処理した結果，14試料から年代

決定に有効な放散虫化石が得られた．

　2．泥岩または珪質泥岩からの放散虫化石には，ジュ

ラ紀中世後期一新世前期（1試料）ジュラ紀中世前期（6

試料），ジュラ紀中世（1試料）及びジュラ紀（5試料）

を示すものが識別された．

　3．チャート（1試料）からの放散虫化石は三畳紀中

世または新世のものと考えられる．
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Plate　II
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訂　　正

地質調査所月報第38巻第2号掲載の下記の論文中，次

のとおり訂正いたします．

栗本史雄：美濃帯南西部からの三畳紀及びジュラ紀放散

虫化石

　p・69右本文17－18行の　と三畳紀　を削除

　P．74左11行と12行の間に次に，Locs．13，14

　　　　は宮村ほか（1981）の野洲川層群　を挿入．


